
 

 

 

 

 

 

  

作りながら泥団子から脱線して泥遊びになってい

るようにも見えますが子ども達は「このすなをいれ

たらどうなるかな？」と試していました。 

完成形を知っているから出てくる発想や理想を目

指して取り組む姿が見られています。 

泥団子研究２～教え合い広がる輪～ R6,2,2６ 

泥団子作りを始めて２か月が過ぎました。 

なかなかうまく作れないことが続いています。 

戸外で作ろうと子ども達の熱が再燃している様子 

を見ていると、どこの砂が良いのか水の量など 

子どもたち同士で教え合う様子がありました。 

その様子を見て新たに一緒に作り始める子も来て 

楽しんでいました。 

子ども達の手で完成まで頑張って欲

しい気持ちがありながら全てを自分

でやりきる難しさもあり担任も葛藤

しています。子ども達に聞くと「自分

でやる」「手伝って」とそれぞれの返

答があり寄り添いながら出来るだけ

“自分で作ったもの”を作ってもら

いたいと思っています。 


